
はじめに
倫理委員会では、令和 2年 2月 10日(月)に令和

元年度第 6 回研究 WG(出席者 16 名)を(株)構研
エンジニアリング会議室において開催いたしました
ので報告いたします。なお、令和 2 年度の第 1 回
研究 WG につきましては、新型コロナウイルス感
染症の拡大防止のため、開催を中止しています。
1．令和元年度第 6回研究WG
(1)第 11回技術者倫理フォーラムについて
令和 2年度開催の第 11回技術者倫理フォーラム

を 6月 25日(木)にホテルポールスター札幌で開催
する予定になっています。また、第 11回技術者倫
理フォーラムの基調講演はテーマを「AI と倫理」を
第一候補として講師を選定することになりました。
なお、現段階で確定はしていませんが、事例研究報
告を佐藤委員と平野委員が発表する予定です。

(2)技術者の倫理入門(第 5章：倫理実行の手法)
「倫理的な意思決定の手順」(平野委員、佐藤委員)

平野委員・佐藤委員より、「技術者の倫理入門：第
5章(倫理実行の手法)」と題した報告がありました。

前回までの研究WGでは創作事例「撮り忘れた写
真」を題材に、セブンステップガイドで検討した内
容をデービスのガイドラインでより詳細に検討を行
い、最終的な行動案とその効果についてとりまとめ
を行っていました。今回の研究 WG では前回まで
の内容でデービスのガイドラインに関する具体的な
取りまとめがやや判り難かった点について、一部内
容を修正した点について説明がありました。
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佐藤委員からは創作事例の検討方法について、平
野委員担当分の変更内容を踏まえて、「意思決定の
7 段階の手法の実践」として再度整理を行ったこと
について説明がありました。

また、イリノイ工科大学のマイケル・デイビス教
授が考案したセブンステップガイドの解釈が一部不
明瞭な点を前回研究 WG で議論したことから、原
文を参考に当委員会の解釈によって、より解りやす
い手順を検討した内容について説明がありました。

この検討内容が今後多くの技術者が技術者倫理を
学習する際の参考になれば良いのではないかという
希望を込めた発表及び内容になっていました。
(3)ミニ講演(AI と倫理について：佐々木幹事長)
幹事会において、第 11回技術者倫理フォーラム

の基調講演を「AI と倫理」に関する内容にするとい
うことになり、研究WGにおいて、委員にAI と倫
理に関する内容を紹介することを目的として、佐々
木よりミニ講演として発表させて頂きました。

内容としては、なぜAI が必要とされてきたのか、
AI とは一体どういうものなか、AI の種類やその歴
史などの概要を説明し、これまでに発生している
AI による暴走や事故の例について紹介しました。
また、深層学習(ディープラーニング)時のバイアス
やフェイク情報入力による誤認識など、AI に関す
る倫理的問題が起こりやすい場面について解説しま
した。また、欧米では既にAIに関する倫理規定が制
定され、我が国でも人間中心のAI 社会原則が 2019
年に策定されていることなどについて説明しました。

おわりに
第 11 回技術者倫理フォーラムを令和 2 年 6 月

25 日(木)に開催予定です。倫理委員会としては開
催することを基本的方針としていますが、本稿執筆
時では新型コロナウイルスによる影響により、開催
を延期あるいは中止する可能性があります。詳細は
EPO やホームページを通じてお知らせすることに
なるかと思いますので、そちらをご確認ください。
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